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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月9日(2019.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　すなわち本発明は、粒状正極活物質をグラフェンで被覆してなるリチウム二次電池用正
極材料であって、粒状正極活物質の粒子径Ｄａが３μｍ以上２０μｍ以下であり、かつグ
ラフェンの粒子径Ｄｂを粒状正極活物質の粒子径Ｄａで除した値（Ｄｂ／Ｄａ）が０．１
０≦Ｄｂ／Ｄａ≦１．０を満たすリチウム二次電池用正極材料である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
粒状正極活物質をグラフェンで被覆してなるリチウム二次電池用正極材料であって、前記
粒状正極活物質の粒子径Ｄａが３μｍ以上２０μｍ以下であり、かつ前記グラフェンの粒
子径Ｄｂを前記粒状正極活物質の粒子径Ｄａで除した値（Ｄｂ／Ｄａ）が０．１０≦Ｄｂ
／Ｄａ≦１．０を満たすリチウム二次電池用正極材料。
【請求項２】
前記グラフェンによる前記粒状正極活物質の平均被覆率が５０％以上９５％以下である、
請求項１に記載のリチウム二次電池用正極材料。
【請求項３】
前記粒状正極活物質が二次造粒体であり、かつ該二次造粒体を構成する一次粒子の粒子径
が０．２μｍ以上１μｍ以下である、請求項１または２に記載のリチウム二次電池用正極
材料。
【請求項４】
前記グラフェンの、Ｘ線光電子分光分析により測定される炭素に対する酸素の元素比（Ｏ
／Ｃ比）が０．０６以上０．２５以下である、請求項１～３のいずれかに記載のリチウム
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二次電池用正極材料。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載のリチウム二次電池用正極材料を含むリチウム二次電池用
正極。
【請求項６】
集電体と合剤層を有するリチウム二次電池用正極であって、前記合剤層中に前記粒状正極
活物質を９５％質量以上含み、かつ前記合剤層表面のＸ線光電子分光分析により測定され
る、全元素に対する前記粒状正極活物質由来の金属元素の組成比が２％以下である、請求
項５に記載のリチウム二次電池用正極。
【請求項７】
集電体と合剤層を有するリチウム二次電池用正極であって、前記合剤層表面のＸ線光電子
分光分析により測定される、正極活物質由来の金属元素に対する窒素元素の比率が２５％
以上２００％以下である、請求項５または６に記載のリチウム二次電池用正極。
【請求項８】
粒子径Ｄａが３μｍ以上２０μｍ以下である粒状正極活物質と、
粒子径Ｄｂが（Ｄｂ／Ｄａ）が０．１≦Ｄｂ／Ｄａ≦１．０を満たすグラフェンと、
を溶媒と混合し；
その後乾燥させる；
ことを含むリチウム二次電池用正極材料の製造方法。
【請求項９】
粒子径Ｄａが３μｍ以上２０μｍ以下である粒状正極活物質と、
粒子径Ｄｂが（Ｄｂ／Ｄａ）が０．１≦Ｄｂ／Ｄａ≦１．０を満たすグラフェンと、
を溶媒と混合して正極ペーストを調製し；
得られた正極ペーストを集電体に塗布し；
その後該正極ペーストを乾燥させる；
ことを含むリチウム二次電池用正極の製造方法。


	header
	written-amendment

